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後期、学年末の大事なテストがもうすぐ

実施されます。頑張ってくれることを期待
しています。。欠席の場合は、次週の土曜
日に学校で受験してもらいます。受けなけ
れば評価できませんので、必ず受けなけれ
ばならないテストですので、旅行、スポー
ツの試合等の理由で、テストを休まないよ
うにお願いします。 

 

 

 

 

「どうしたら忘れ物を少なくできますか？」本人はあまり気にしていないことが多く、担任と親との悩ま 

しい課題であることが多いようです。親子で一緒に明るく前向きに取り組み、担任や友だちの協力を得な 

がら少しずつ改善できると良いですね。 

① 学校と連携体制を取る 

不注意や忘れっぽい特性から本人の努力だけでは問題が解決しない場合があります。連絡帳に書き留め 

たかどうかを先生やクラスメートにチェックしてもらうようにし、家庭では，親も一緒に目を通し、確 

認しましょう。 

② 持ち物チェックシートを活用 

毎回学校へ持っていく物（筆箱、連絡帳、連絡袋、ハンカチなど）をリストにし、時間割を揃えるとき 

に一緒にチェックしながら確認する。低学年のうちは親と一緒に、チェックする。慣れてきたら一人で 

揃えた後、チェックするなど少しずつ自分でやれるようにする。 

③ 学級からの便りに目を通す 

親は学級便り等によく目を通し、準備しなければならない物をしっかり把握しておく。配布物はファイ 

ルや連絡袋にすぐ入れさせる。ファイルや連絡袋をランドセル（カバン）に入れておくことを先生や友 

だちに協力を求める。 

 

 

 

新しく事務局に加わりました、古川智惠です。出身は東京で、実家は千葉の市川です。

オレゴンで生れて初めて、生きているうし、うま、ひつじの赤ちゃん、ラマを見ることが

でき、感動しています。保護者の方、先生方、そして、生徒の皆さんが充実した生活を過

ごせるよう業務に邁進していきたいと思います。何かと至らぬ点がありますが、よろしく

お願いします。 
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ポートランド日本人学校だより 

２月２４日：小学部学力テスト     

３月 ３日：小学部後期テスト 
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くらもちの皇子     中学部１年１組  神田 太助 

 くらもちの皇子は、あらかじめ練っておいた計画でかぐや姫をだまし結婚しようとしたが、玉作り 

の匠たちの訴えで、皇子の策略はいっぺんに破れてしまった。どんなにすごいウソをついても最終的 

にはばれてしまうということは、今と全く変わらない。僕だったらウソはつかずに自分の力で品を手 

に入れに行ったと思う。僕は、くらもちの皇子があせらなかったら結婚できたと思う。なぜなら、先 

にほうびを匠たちに渡し、それから品物をかぐや姫に渡せば、誰にもじゃまされずに求婚できたから 

だ。 

☆くらもちの皇子にぴったりの言葉―――油断大敵、小事は大事 ・蟻の穴から堤も崩れる 

 

「モアイは語る」を読んで    中学部 ２年２組  植村 直斗 

 僕が、僕が「モアイは語る」を読んで思ったことは、人々は「限りある資源を大切に使っていかな 

ければいけない。」と言うことである。 

 この単元に書いてあるイースター島が良い例である。ポリネシア人がイースター島にやってきて、 

６世紀後の１１世紀に、彼らはモアイの製造を始めた。それと共に、ポリネシア人の人口は増え続け 

１６世紀には１万５千人から２万人に達していたと推定される。彼らは、ラノ・ララクと呼ばれる石 

切場からモアイを運ぶのに木のころを使った。イースター島は、人間が移住する前、ヤシの森で覆わ 

れていたことが研究で分かっている。しかしながら、ヤシの花粉の量が７世紀頃から減少しているこ 

とが、花粉分析の結果から分かった。ポリネシア人は、モアイの製造と共に、運搬用のころが沢山必 

要になり、森林を破壊してしまっていたのだ。ラノ・ララクの石切場からは、未完成のモアイ像が沢 

山発見された。おそらく、森林が破壊されたことによって、木のころが使えなくなり、モアイを運ぶ 

ことが困難になってしまったためと考えられる。それだけでなく、森が消滅すると共に、雨が豊かな 

表層土壌を浸食し土が流出してしまった。これによってポリネシア人の主食であったバナナやタロイ 

モの栽培が困難となり、木がないので船を造ることも出来ず、彼らは食糧危機に陥り、結果的には、 

イースター島の文明は崩壊してしまった。このように、人間というのは、時に、自然を破壊し、彼ら 

自身を破滅に追い込むことがある。そして今現在、地球の人口は爆発的に増加しており、この先３０ 

年には８０億を軽く突破する見通しだ。僕は、この止められない人口増加の中、いかに地球に存在す 

る数少ない資源を有効活用できるかが未来の地球を人間が生き抜けるかどうかを決める、大事な要素 

だと思う。 


